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自
治
公
民
館
の
主
な
活
動

　
自
治
公
民
館
活
動
は
、

地
域
の
活
性
化
や
住
民
の

暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る

だ
け
で
な
く
、
※
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
な
社
会
の
構

築
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

※ 

個
人
や
社
会
が
身
体

的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
健
康
な
状
態

◉
地
域
の
宝
「
子
ど
も
」
を
守
る

・
登
下
校
時
の
見
守
り

・
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
　
な
ど

◉
防
災
・
地
域
の
安
全
管
理

・
防
犯
灯
の
設
置
や
維
持
管
理

・
自
主
防
災
組
織
の
運
営
　
な
ど

◉
快
適
な
地
域
づ
く
り

・ 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理

・ 

道
路
や
公
園
の
美
化
活
動

　
な
ど

◉
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

・
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

・
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り

　
講
座
　
な
ど

◉
伝
統
行
事
・
民
俗
芸
能
の
継
承

・
六
月
灯
や
お
ね
っ
こ
な
ど
の
開
催

・
俵
踊
り
や
奴
踊
り
の
継
承
　
な
ど

自
治
公
民
館
を
と
り
ま
く
現
状

　
近
年
、
地
域
社
会
に
対
す
る
関
心
や
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
本
市
で
も

自
治
公
民
館
へ
の
加
入
世
帯
が
減
少
し
、

良
好
な
地
域
社
会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

子
ど
も
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
、
地
域
の
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
、
防
犯
・
防
災
活
動
や
災
害
時
の
助
け

合
い
な
ど
、
自
治
公
民
館
に
期
待
さ
れ
る

役
割
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

良
好
な
地
域
社
会
の
形
成
に
は
、
住
民
相

互
の
助
け
合
い
「
互
助
」
が
重
要
な
構
成

要
素
の
一
つ
で
す
。
自
治
公
民
館
は
住
民

相
互
の
互
助
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

自
治
公
民
館
加
入
促
進
検
討
会

　
自
治
公
民
館
の
加
入
世
帯
数
減
少
は
地

域
の
防
災
対
応
力
の
低
下
や
防
犯
活
動
の

弱
体
化
、
地
域
活
動
の
停
滞
な
ど
多
く
の

弊
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
本
年
度
、
自
治
公

民
館
加
入
促
進
検
討
会
を
開
催
。
同
検
討

会
は
一
般
公
募
を
含
め
た
委
員
15
人
で
構

成
さ
れ
て
い
て
、
市
民
の
自
治
公
民
館
へ

の
加
入
促
進
を
図
る
た
め
効
果
的
な
対
策

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

※ 

検
討
会
の
開
催
状
況
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

　
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
自
治
組
織
で
あ
る
自
治
公
民
館
。

同
じ
地
域
に
住
む
住
民
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
自
治
公
民
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
や

本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
自
治
公
民
館
加
入
促
進
検
討
会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。 

◎
問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課　

☎
23-

７
１
４
６

自
分
た
ち
の
地
域
を
も
っ
と
”住
み
よ
い
ま
ち
“に
す
る
た
め
に

10
月
は
自
治
公
民
館

加
入
強
化
月
間

姫城自治公民館の朝の見守り活動

自治公民館加入促進検討会の様子
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自
治
公
民
館
に
加
入
す
る
に
は

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
加
入
で
き
ま

す
。

・ 

加
入
申
込
書
を
地
域
の
自
治
公
民
館
長

や
班
長
に
提
出

・ 

自
治
公
民
館
加
入
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項

を
入
力

※ 

居
住
す
る
地
域
の
自
治
公
民
館
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
地
域
振
興
課
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

　昨今、全国的に地域コミュニ
ティへの加入率は低下していま
す。特に、若年層や子育て世代
の参加が減ることで世代間の交
流が途絶え、地域の持続可能性
が損なわれつつあることは深刻
な課題です。自治公民館の組織
や活動が目に見える成果を生み
出すには、地域に根差した継続
的な取り組みと一定の期間が必
要で、そのためには新たな人材
の加入が不可欠です。多様な住
民が加入し活動することで自治
公民館は地域の未来を共に築く
場へと進化します。そのために
も、自治公民館の意義や魅力を
伝え、誰もが参加しやすい環境
づくりを進めることが今後ます
ます重要になると考えています。

　自身の体に障がいがあること
もあり、子どもの頃から地域の
人をはじめ多くの人に支えられ
育ってきた経験から、「コミュニ
ティは財産」という強い思いで
地域の役員などを務めてきまし
た。形として見えなければ自治
公民館加入のメリットではない
のかと疑問が生じる一方で、ファ
ミサポの送迎利用が無料になる
などのメリットがあっても、そ
の周知がまだまだ不足している
ことも感じます。子どもたちと
地域のつながりを通して、その
周りの大人たちを巻き込む取り
組みや、SNSなどを効果的に
使うことで幅広い世代に興味を
持ってもらえる情報発信につい
ても検討していきたいです。

　育児の援助を受けたい人（利用会員）と援助を行いたい人（援助
会員）を結び、子育て世代を支援するファミ
サポ。自治公民館加入世帯は、無料で送迎サー
ビスを利用できます。
※ 詳しくは、市子育て応援総合
サイトはぴみやこんじょを確
認ください

ファミリー・サポート・センターの送迎利用が無・料・になります

自治公民館加入で

Interview 　本年度から始まった自治公民館加入促進検討会。さまざまな立場で検討委員として参加している３人
に話を聞きました。

地域の未来を築く場
にするために

目に見えない
メリットがあります

宮
崎
大
学
地
域
資
源
創
成
学
部
　
教
授

桑
野
　
斉ひ

と
し

　
さ
ん

　近年、自治公民館に限らず地
域のさまざまな民主団体の活動
が形骸化していることを感じま
す。その要因はさまざまですが、
形骸化させないためには地域と
して大きな揺るぎない目標を持
つことが必要です。それは地域
の皆さんが話し合いながら検討
していくものですが、「子ども
たちが将来健やかに成長できる
まちを作る」ということは目標
の一つになり得るのではないか
と思います。子どもたちは地域
の宝であり、彼らが育つ環境を
つくっていくのは私たち大人で
す。当検討会を通じて、これか
らの時代に合った自治公民館の
在り方を見つけていきたいと考
えています。

地域の目標について
考えませんか

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
　
会
長

柿
木
原
　
康
雄
　
さ
ん

一
般
公
募
・
上
長
飯
町

島
﨑
　
優
子
　
さ
ん


